








1.研究目的

近年クロミフェン,サイクロフェニール等の経口排卵誘発剤ならびに

HMG,hCG によるゴナドトロピン療法の普及は,無排卵症治療に対して著しい成

果をもたらしている反面,高い流産率,および多胎妊娠に伴なう早産,未熱児の

高い発生率は心身障害発生の防止上,今後に残された重要な課題と考えられる。


